







た。更新講習の正式導入は 2年後に迫っていたので， 2008年の 5月には更新講習WGが設置
され，講習の制度設許が始まりました。先生はWGの発足以来のメンバーとして，日程，カリ
キュラムから修了試験の仕方に至るまで，原案の作成とアドバイスをしてくださいました。
更新講習における高橋先生のお仕事は多岐にわたり，一つひとつ書き並べることはできない
のですが，中でも， 5日連続で 8月上旬に行うという本学の講習の骨格を先生が出してくださ
ったことは記録に残しておくべきでしょう。年聞にわたる開催や毎週土曜日の開催など，更新
講習の進め方についてあれこれ試行錯誤する大学が多かった中で，本学は， 8月上旬のウィー
クデーに講習を実施する方針でぶれることなく今日に至っています。先生が作ってくださった
グランドデザインの信頼性の高さゆえと思っています。
修了試験のあり方や遅刻者への対応を考える際にも，高橋先生の空気，雰囲気，感じ方がW
Gの全体のトーンを作っていました。受講される先生方の受け取り方を大切にしたいという思
いです。更新講習は，現職の先生方にとって経済的な負担だけでなく，心理的な負担にもなり
うるものでした。一方で，学校から離れて大学で学ぶ経験が先生方にとって貴重なものになる
可能性もありました。そこで，修了試験は，先生方の 1日の学びを振り返り，ご自身で意味づ
けをして，日々の仕事とのかかわりを見出す時間にしたいという思いがあり，今日の形になっ
ています。
このように書くと，高橋先生が学校現場と距離にあった他の教職課程の教員を駆り立ててい
たかのように思われるかもしれませんが，そのようなことはありませんでした。むしろ現
職の先生方向け」の講習であると勢い込んでいた私たちを，先生は静かに諭してくださってい
たように思われます。気合を入れすぎることが先生方を追い詰めることになりかねない一自分
で自分を追い込んでしまう，そんな生真面目な教師たちと日々暮らしてこられた先生の知恵だ、
ったのだと思います。楽しくそして意味のある講習をどのように作り上げていくか。先生から
いただいた課題は今も残っています。
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